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労災認定実務要領の一部改正について 

 

 

 血管病変等を著しく増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の

労災認定に当たっては、令和３年10月27日付け基補発1027第１号「血管病変等を

著しく増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の労災認定実務要

領について」により迅速・適正な事務処理を図ってきたところであるが、今般、

労働基準法施行規則の一部を改正する省令（令和５年厚生労働省令第６号）が令

和５年１月18日に公布され、同日施行されたことに伴い、標記要領を別紙新旧対

照表のとおり改正したことから、これに基づき適切に対応されたい。 
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○「血管病変等を著しく増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の労災認定実務要領」（令和３年 10月 27 日付け基補発 1027

第１号）新旧対照表 

改正後 改正前 

第１部 脳・心臓疾患の認定基準の解説 

 はじめに（略） 

 第１ （略） 

 第２ 対象疾病 

  １（略） 

  （１）「重篤な心不全」の追加 

    （略） 

    不整脈によるものも、不整脈によらないものも、「重篤な

心不全」であれば、対象疾病となるものである。 

 

 

 

 

  （２）「大動脈解離」への表記の修正 

    （略） 

    本修正は、課長内かん第２の３（2）のとおり、瘤を形成

しない大動脈解離も対象疾病であることを明確にする必要が

あること、臨床的にも現在は解離性大動脈瘤の場合を含めて

大動脈解離の診断名が付されることが多いこと、ICD-10 の表

記が「大動脈の解離」となっていることによるものである。 

第１部 脳・心臓疾患の認定基準の解説 

 はじめに（略） 

 第１ （略） 

 第２ 対象疾病 

  １（略） 

  （１）「重篤な心不全」の追加 

    （略） 

    不整脈によるものも、不整脈によらないものも、「重篤な

心不全」であれば、対象疾病となるものである。なお、当該

疾病は当面の間、労働基準法施行規則別表第１の２（以下

「別表第１の２」という。）第 11 号に規定する疾病として取

り扱うこと。 

 

（２）「大動脈解離」への表記の修正 

    （略） 

本修正は、課長内かん第２の３（2）のとおり、瘤を形成

しない大動脈解離も対象疾病であることを明確にする必要が

あること、臨床的にも現在は解離性大動脈瘤の場合を含めて

大動脈解離の診断名が付されることが多いこと、ICD-10 の表

記が「大動脈の解離」となっていることによるものである。 

別紙 



 

 

 

 

  ２～５ （略） 

 

 第３ 認定要件 

   （略） 

   なお、認定基準第３において、「業務に起因する疾病として

取り扱う」とは、別表第１の２第８号に該当する疾病として取

り扱うという趣旨である。 

 

 第４～第６ （略） 

 

第２部～第３部 （略） 

 

第４部 事例集 

 事例１ （略） 

 事例２ 

  １ 総合判断 

    （略） 

   以上により、本件は、労働基準法施行規則別表第１の２の第

８号に該当する疾病として取り扱うことが妥当である。 

なお、「大動脈解離」は別表第１の２第８号に規定する

「解離性大動脈瘤」と同旨であるので、引き続き同号の疾病

として取り扱うこと。 

 

  ２～５ （略） 

 

 第３ 認定要件 

   （略） 

なお、認定基準第３において、「業務に起因する疾病として

取り扱う」とは、別表第１の２第８号又は第 11号に該当する

疾病として取り扱うという趣旨である。 

 

 第４～第６ （略） 

 

第２部～第３部 （略） 

 

第４部 事例集 

 事例１ （略） 

 事例２ 

  １ 総合判断 

    （略） 

   以上により、本件は、労働基準法施行規則別表第１の２の第

11 号に該当する疾病として取り扱うことが妥当である。 



  ２～７ （略） 

 

 事例３～事例 14 （略） 

 

第５部 （略） 

 

第６部 関係通達集等 

  （略） 

  令和３年９月 14 日付け基補発 0914 第１号「血管病変等を著し

く増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の認定基

準に係る運用上の留意点について」（令和５年１月 18日付け基補

発 0118 第２号による改正後のもの） 

 

第７部 （略） 

  ２～７ （略） 

 

 事例３～事例 14 （略） 

 

第５部 （略） 

 

第６部 関係通達集等 

  （略） 

令和３年９月 14 日付け基補発 0914 第１号「血管病変等を著し

く増悪させる業務による脳血管疾患及び虚血性心疾患等の認定基

準に係る運用上の留意点について」 

 

 

第７部（略） 
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